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遂申防音工疎の無事完遂を祈願する小川町長（遁工式にて）
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終競閑人
了披金型

差照式式

還
中
防
音
二
期
工
事
に
着
エ

ー
　
9
月
2
1
日
起
工
式
挙
行
1

〝
町
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
を
〝

第
一
回
町
民
体
育
祭
開
催

－
　
1
0
月
廿
日
島
間
中
で
　
－

がんお報町

9
月
町
戦
で
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
通

り
、
遼
質
中
学
校
肪
謡
改
窮
工
事
の
稲

二
期
工
事
は
、
去
る
8
月
2
8
日
入
札
に

よ
り
岡
崎
工
業
（
主
体
工
華
）
ツ
カ
ダ

馳
作
所
（
換
気
工
事
）
が
そ
れ
ぞ
れ
潟

札
決
定
、
こ
の
程
工
事
契
約
等
諸
手
続

を
完
了
、
9
月
2
1
出
町
当
局
並
び
に
建

築
委
員
及
び
工
事
関
係
薯
列
席
の
ふ
む
と

に
起
工
式
意
若
、
起
工
の
神
庫
並
び

に
工
事
の
無
華
遠
の
祈
願
が
お
ご
そ

か
に
行
な
わ
れ
、
い
よ
い
よ
工
事
に
者

手
し
ま
し
た
。

な
お
第
一
期
工
事
は
、
第
一
期
工
庫

で
完
成
し
た
1
2
教
室
（
普
通
教
案
8
、

特
別
教
室
4
）
の
内
装
工
事
と
薄
ら
た

に
普
通
終
窒
7
、
姉
別
鼓
霊
2
、
掻
珪

素
、
職
員
享
保
梗
塞
、
機
械
室
、
そ

の
他
の
符
理
霊
等
延
約
一
、
六
〇
〇
㍍

が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

第
一
期
工
事
分
と
合
せ
る
と
総
画
桃
約

三
、
二
〇
〇
㍍
の
堂
々
た
る
防
音
粒
食

が
明
年
三
月
米
迄
に
完
成
し
ま
す
。

広
く
町
民
の
間
に
佐
背
を
駁
興
し
、

ス
ポ
ー
ツ
浦
和
の
高
揚
を
は
り
一
風
錐

廉
で
明
る
い
町
民
任
所
を
確
立
さ
せ
る

た
め
、
遠
賀
町
々
黄
体
高
察
を
次
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
町
内
各
地
区
の

皆
様
ぶ
る
っ
て
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
踊

い
し
ま
す
。

「
期
日
∴
十
月
十
七
圃
（
照
昭
龍
）

「
会
場
　
鳴
門
小
学
楼
グ
ラ
ン
ド

一
、
主
催
∴
遼
卸
町

一
、
主
管
遼
餌
剛
毅
高
委
員
会

遠
賀
町
体
背
協
会

一
、
協
賛
∴
区
長
、
分
館
其
会
、
婦
人

会
、
粛
年
間

「
日
程
　
八
時
三
〇
分
　
役
員
遜
手

集
合

「
プ
ロ
ク
ラ
ム
～
別
紙
の
通
り

「∵特別出場
の
遠
賀
中
学
校
体
嫌
部
員

0
鬼
門
小
学
校
歳
細
腰

「
摘
要
値
入
型
式
閉
会
式
は
各
区
と

も
に
二
十
人
以
上
参
列
の

こと。

0
役
員
選
手
は
運
動
に
摘
し

た
服
義
の
こ
と
。

の
全
競
技
を
通
し
ス
パ
イ
ク

の
使
用
は
禁
止
す
る
。

挙
町
○
は
じ
め
て
の
体
商
案
に
町
民

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
髄

い
し
ま
す
。

町
民
体
育
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム

「

風

「

L

i

封

∃

「

I

i

I

鳳

一
昔
恒
工
i
創
当
－
月
千
日
熟
－
－

2
－
玉
　
大

引

」

i

矧

i

唖

枠

瞳

離

＝

一

陣

小
向
学
位
楼
区
り

諾
揺
i
（
矧
当
部
高

閲
門
出
聞
出
問
帖

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

申

小
学
生
鼓
節
∴
隣

i
l
眉
目
暦
日
属
目
柳
日

蝕
　
吸
　
盤
　
争

i
引
っ
“
l
引
l
周
i
軸
－
矧
－

i
椋
」
猟
i
i
瀞
、
i
抜
i
i
i
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第
三
十
六
回
　
「
秋
季
道
路
愛

護
週
間
」
　
の
実
施
に
つ
い
て

実
施
期
間

昭
和
幼
年
1
0
月
7
日
か
ら

昭
和
幼
年
的
月
1
3
日
ま
で

7
日
間

に
目
録
を
そ
え
作
品
を
拠
出

紅
花
は
1
0
月
2
1
日

○
搬
出
日
　
1
0
月
2
2
日
文
化
祭
終
了
後

○
繍
∴
考

・
文
化
祭
の
会
帯
に
つ
い
て
賞
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
文
芸
作
品
は
原
籍
紙
、
商
洋
紙

で
結
純
（
学
段
で
露
天
展
示
）

・
数
人
、
搬
出
は
出
品
者
で
適
宜
お

願
い
し
ま
す
。

ふ〃んお証印

こ
の
通
勤
は
∴
襲
沸
諦
神
の
苗

緒
と
国
土
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
、
番
、
秋
季
の
二
回
、
迷
路
愛
読

週
間
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
も
、
左
記
の
こ
と
斉
璃
思
さ
れ
ま
し

て
簾
の
ー
／
魔
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。一
、
日
的

こ
の
週
間
は
、
通
路
愛
護
相
補
の
高

揚
を
広
く
県
民
に
ァ
ッ
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
導
擬
藷
の
保
全
鷺
雲
泰

雄
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
重
点
目
標

道
路
環
境
の
整
理

三
、
実
施
細
目

㈲
不
法
占
用
物
件
に
つ
い
て

必
要
な
手
続
を
縫
な
い
で
、
道
路
上

に
物
件
等
を
設
け
て
い
る
も
の
に
対
し

て
、
そ
の
物
件
等
が
占
用
許
可
の
対
象

と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
所
定
の
手
続

を
と
る
よ
う
、
ま
た
占
用
許
可
の
対
象

と
な
ち
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
み

や
か
に
除
去
す
る
よ
う
、
道
路
の
正
し

い
使
い
方
を
し
て
下
さ
い
。

㈲
道
路
交
通
の
障
唇
物
件
に

つ
い
て

路
上
に
交
通
上
障
害
と
な
る
よ
う
な

状
態
で
、
自
動
車
、
自
噴
車
、
そ
の
他

の
物
件
を
放
置
し
、
ま
た
は
暫
競
、

日
除
け
等
を
は
り
出
し
、
戒
は
道
路
を

物
証
ま
た
は
作
業
場
の
よ
う
に
使
用
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

0
障
害
樹
木
の
伐
採
に
つ
い

て
民
地
か
ら
路
面
上
に
積
り
出
し
て
い

る
樹
木
の
下
段
等
は
所
有
者
（
置
理

香
）
に
お
い
て
切
除
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

臼
路
上
ご
み
箱
に
つ
い
て

ご
み
箱
は
宅
地
内
の
空
地
、
あ
る
い

は
蒙
校
内
に
設
随
す
る
こ
と
が
捜
ま
し

い
の
で
す
が
、
公
衆
衛
星
上
、
お
よ
び

堪
航
や
む
を
得
な
い
場
合
は
道
路
上
の

農
家
側
に
総
社
し
て
幣
熊
と
お
い
て
下

さい。㈹
通
路
の
清
掃
美
化
に
つ
い

て
町
内
会
、
匿
知
人
会
館
の
ご
協
力
に

よ
る
通
路
の
油
奨
化
汚
放
防
止
に
努

め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

㈹
連
銭
問
題
の
清
輝
お
よ
び

苦
情
相
談
に
つ
い
て

町
道
に
お
け
る
相
談
は
役
場
で
い
た

し
ま
す
が
、
玖
l
逆
、
国
道
に
お
け
る
苦

僻
相
談
は
、
折
尾
警
察
紫
横
の
、
北
九

州
土
木
西
鶴
所
内
に
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
皆
様
の
相
談
に
応
じ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

四
、
主
催

福
岡
塁
福
岡
菓
通
路
飽
会

協
賛

福
岡
県
幣
築
本
部
、
福
岡
県
各
市
町

村
、
福
岡
県
陸
運
事
務
所
、
補
間
葉
新

生
活
速
効
脇
議
会
本
部
、
交
通
華
故
を

な
く
す
細
岡
菓
菓
民
運
動
本
部
、
福
岡

県
交
通
安
全
協
会

た
す
け
あ
っ
て
、
み
ん
な
が
、
し
あ
わ
せ
に
”

1
0
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金

昭
和
二
十
二
年
以
来
、
赤
い
羽
敬
典
　
礼
申
上
げ
ま
す
。

岡
募
金
速
効
も
今
年
で
十
九
寧
日
と
な
　
今
年
も
1
0
月
1
日
か
ー
h
赤
い
羽
根
興

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
同
罪
金
運
助
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
の
聞
脂
税
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た
　
本
町
の
目
標
額
一
四
七
、
三
二
〇
円
と

た
か
い
と
脇
力
と
に
よ
り
、
目
標
額
を
　
し
て
遊
動
を
腿
脚
し
ま
す
の
で
、
こ
焼

売
還
し
て
参
り
ま
し
た
こ
圭
置
く
御
　
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
中
学
校
「
文
化
祭
」
に
御
協
力
を

ー
　
十
月
二
十
二
日
（
金
）
1
－
－

山
焼
き
に
つ
い

最
近
、
山
林
に
於
い
て
、
ホ
ヤ
或
い

は
山
大
華
と
ま
き
ち
わ
し
い
も
の
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
榔
林
、

開
こ
ん
、
或
い
は
醤
虫
駆
除
等
の
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
森
林
に
火
入
れ
を

し
ま
う
と
す
る
者
は
森
林
法
第
9
1
纂
第

1
攻
に
よ
り
、
そ
の
所
鶴
の
市
町
村
長

に
火
入
れ
の
日
的
お
よ
び
火
入
れ
の
日

時
導
を
明
記
し
た
火
入
届
け
警
務
出

し
な
け
れ
ば
火
れ
が
出
来
な
い
よ
う
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
お
こ
た
っ
た
り
無
許
可
で
火

入
れ
を
し
て
山
火
事
と
な
っ
た
場
合
は

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く

五
万
円
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
山
林
に
火
入
れ

を
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
車
間
に
許
可
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
火
入
居
患
護
に
つ
い
て
は
役

場
結
滞
課
指
導
係
に
相
談
下
さ
い
。

火
災
と
ま
き
ら
わ
し
い
煙

ま
た
は
、
火
災
を
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
等

の
届
出
に
つ
い
て

火
災
と
ま
き
ち
わ
し
い
燵
ま
た
は
火

災
毒
薬
坐
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

て
お
願
い

し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め

の
遊
資
町
火
災
予
防
条
例
第
四
五
条
に

よ
り
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
周
知

の
上
郷
聴
力
下
さ
る
よ
っ
お
暇
い
し
ま

す。
な
お
、
届
出
鶴
の
磁
式
等
に
つ
い
て

は
役
甥
庶
務
探
消
防
係
に
御
相
談
下
さ

（
普
遠
賀
町
消
防
条
例
接
す
い

第
四
五
条
∴
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行

為
を
し
よ
う
と
す
る
著
は
あ
ら
か

じ
め
、
そ
の
旨
を
町
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
火
災
と
ま
き
ち
わ
し
い
煙
ま
た

は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為

2
膿
火
（
が
ん
典
用
煙
火
を
除
く

）
の
打
上
げ
ま
た
は
仕
掛
け

3
劇
鶴
等
以
外
の
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
に
お
け
る
演
劇
、
映

画
そ
の
他
の
催
物
の
開
催

4
水
道
断
水
ま
た
は
減
水

5
消
防
隊
の
通
行
、
そ
の
他
消
火

活
動
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
道
路
工
聖

遼
鍍
中
学
校
で
は
、
来
る
十
月
二
十

二
日
（
金
）
文
化
祭
を
閤
確
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
同
校

文
化
ク
ラ
フ
の
音
楽
、
弁
論
、
劇
等
の

発
表
、
作
品
鹿
示
会
等
の
外
、
P
T
A

翠
粟
生
、
更
に
町
内
一
般
の
方
々
の
砧

陳
を
待
て
一
応
内
容
あ
る
も
の
に
、
い

た
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
左
記

御
高
覧
の
土
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
文
化
祭
日
時

1
0
月
詔
口
（
金
）
9
時
～
1
6
時

○
展
示
会
場
　
同
校
各
教
室

○
出
品
物
　
葦
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
手
芸
品
、
生
花
、
写
真
、
文

芸
（
解
散
、
俳
句
な
ど
）
等
の
自

作
ま
た
は
所
蔵
品

○
出
品
目
録
提
出1

0
月
9
日
（
土
）
ま
で

作
品
寄
越
寧
・
智
磐
の
住
所

氏
名
等

○
搬
入
日
∴
0
0
月
1
8
日
～
1
0
月
2
0
日

但
し
文
芸
作
品
は
1
0
月
9
日
ま
で

第
八
回
県
民
体
育
大
会
開
催
さ
る

I
i
宮
崎
行
弘
君
走
巾
跳
で
優
勝
　
－

広
く
県
民
の
つ
ど
う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
第
八
回
県
民
体
育
大
会
は
九
月
二
十

六
日
（
‖
醜
臼
）
鶴
岡
市
の
平
和
台
遊

技
場
外
市
内
十
一
の
全
域
で
関
催
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て

一
、
総
合
成
績
　
都
市
別
成
績

1
北
九
州
市
　
2
久
留
米
市

3
逓
鉦
郡

二
、
陸
上
滋
接

請
牛
男
子
走
巾
跳
優
勝
宮
崎
行
弘

宮
崎
碧
（
今
市
競
）
は
全
国
大
会
へ

出
場
決
定

昔
年
四
百
米
子
遮
三
位
　
村
田
正
突

詰
軍
（
女
）
正
米
ク
囲
位
　
奥
田
菊
代

一
般
　
菅
栄
ク
五
位
　
松
井
　
津
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町有分譲地区画図
（区画内の数字は坪数）
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遠
謀
町
戦
没
者
感
電
祭

挙
行
に
つ
い
て

述
部
町
で
は
左
記
の
と
お
り
、
恒
例

に
よ
り
、
昭
和
囲
十
年
歴
遠
費
町
戦
没

宥
恕
薬
を
挙
げ
し
、
本
町
甑
身
の
二

百
四
十
余
柱
の
英
霊
に
対
し
て
追
悼
の

滅
露
げ
、
併
せ
て
遺
族
の
方
々
を
お

慰
め
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
遺
族
勧
め
関
係
脊
歩
数
の
参
列
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
日
時
　
如
月
8
日
　
午
前
的
略

一
、
場
所
　
運
賃
町
感
覚
塔
前
（
述
中
）

※
中
食
致
余
奨
（
舞
踊
）
は
遊
資
中

学
校
体
商
館
で
行
な
い
ま
す
。

町
有
財
産
（
宅
地
）
売
却
公
告

町
有
財
龍
を
次
の
と
お
り
一
般
滋
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

一
、
売
却
物
件

1
新
種
∴
遠
鉦
町
字
虫
生
沌
裏
町

2
種
目
及
び
築
山

電
通
面
壁
ハ
六
一
年
二
七

区
画
（
区
部
凶
参
照
）

二
、
入
札
場
所
遠
賀
町
役
場

三
、
入
札
及
び
関
札
の
日
時

1
入
札
は
輯
和
0
0
年
1
0
月
1
9
日

午
後
2
時
か
ら

2
開
札
は
入
札
終
了
後
直
ち
に
行
う

四
、
入
札
参
加
申
込
受
付
場

所
及
び
目
時

遠
賀
町
役
場
財
政
係
で

1
0
月
1
8
日
5
略
ま
で

五
、
入
札
俣
柾
金
及
契
約
保

証
金入

札
人
は
、
入
札
の
際
入
札
見
碇

価
格
の
百
分
の
十
以
上
の
葉
巻

入
札
保
証
金
と
し
て
町
に
納
入
す

る
こ
と
、
な
お
契
約
保
証
金
に
つ

い
て
を
瀦
札
価
格
の
百
分
の
十
以

上
の
現
金
を
兜
買
契
約
の
瞭
納
入

す
る
こ
と
。

六
、
入
札
保
証
金
の
帰
属

落
札
人
が
亮
挺
契
約
を
締
結
し
な

い
と
き
は
入
札
保
証
金
は
町
に
癌

鵬
す
る
。

七
、
売
買
物
件
の
引
渡
し
の

時
期売

買
代
金
丸
納
後
速
や
か
に
行
う

八
、
そ
の
他
の
事
項

1
他
人
の
代
理
人
と
し
て
入
札
参
加

す
る
お
の
は
、
当
該
代
理
を
証
す

る
委
任
状
を
持
参
す
る
こ
と
。

2
入
札
人
は
、
入
札
当
日
入
札
保
証

金
及
び
印
鎌
を
特
参
す
る
こ
と
。

告
示
涯
三
号

昭
和
四
〇
年
九
月
二
八
H

速
蟹
町
長
　
小
川
登
一
郎

公
売
公
告

一
、
公
売
の
目
的

滞
納
町
税
整
理
の
た
め
糞
押
物
件
を

公
売
す
る
。

二
、
公
売
物
件
の
名
称
及
び
数
量

（
末
尾
記
載
の
と
お
り
）

三
、
公
売
の
方
法

馨
丁
入
札

四
、
公
売
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
　
九
時

遼
賀
町
役
場
　
財
務
課

五
、
売
却
決
定
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
　
九
時

遼
賀
町
役
場
　
財
務
課

六
、
賢
受
代
金
の
納
付
期
限
及
び
場
所

昭
和
四
〇
年
一
〇
月
二
八
日
二
時

連
想
町
役
場
　
財
務
課

七
、
入
札
蛍
格

0
0
町
税
完
納
者
で
あ
る
こ
と
。

㈲
農
地
に
つ
い
て
は
農
地
法
壁
二
条

の
適
格
者
で
あ
る
こ
と
。

八
、
そ
の
他

右
の
件
に
つ
い
て
の
問
合
せ
等
に
遼

智
町
役
場
財
務
課
に
お
い
で
下
さ

公
売
物
件
の
桑
示

遠
賀
町
大
字
末
寺
字
鍋
橋
四
四
七
番
地

一
、
宅
地
壱
百
四
拾
参
坪

逓
智
町
大
字
尾
崎
筆
染
出
二
二
九
番
地

二
田
壱
反
六
軟
式
拾
八
歩



第63号

悟門小学校

昭和40年10月5日発行

2420171514
円∴日　日　目　口

今
月
は
、
町
県
民
税
第
三
期
分
の

納
期
で
す

納
期
限
　
1
0
月
2
5
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

遠
賀
郡
無
料
巡
回
相
談

実
施
の
お
し
ら
せ

衛
生
だ
よ
り

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
熊
積
を

今
年
は
気
候
の
急
変
に
よ
り
、
従
来
よ

り
早
目
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
生
後
三

ケ
月
以
上
洩
れ
な
く
接
種
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
世
上
ま
す
。

詑

料
金
（
閥
稲
混
合
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
代

が
値
上
り
し
ま
し
た
）

坐
後
3
ケ
月
～
1
才
未
満
三
〇
円

1
才
～
6
才
東
浦
〓
ハ
○
田

6
才
～
薦
才
未
満
二
〇
〇
円

1
5
才
以
上
　
　
二
八
〇
円

（
い
づ
打
も
二
田
分
の
料
金
）

予
防
播
種
そ
っ
け
て
ほ
い
け
な
い
も
の

熱
の
あ
る
を
の
、
心
臓
、
巌
．
糖

尿
痛
、
脚
気
、
病
後
棄
弱
者
、
胸
腺

リ
ン
パ
体
斑
の
者
、
妊
駁
7
ケ
月
の

妊
姉

予
防
播
植
後
の
注
憩

接
種
そ
っ
け
た
田
は
、
な
る
べ
く
安

静
寄
る
こ
と
∪

入
浴
、
飲
酒
は
さ
け
て
上
さ
い
。

予
防
犠
謡
の
副
作
用

接
種
し
た
あ
と
局
所
に
発
赤
、
頼
れ

寝
癖
な
ど
、
ま
れ
に
起
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
い
づ
九
も
一
円
上
古
で

治
り
ま
す
。
し
か
し
接
穂
後
副
作
用

の
強
い
晦
は
二
応
贋
師
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

月
常
葉
活
の
車
に
就
職
、
内
職
、
子

供
の
聞
鱒
、
老
人
の
問
題
、
金
銭
の
貸

僻
や
土
地
、
家
屋
の
胴
題
、
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
関
越
で

自
分
だ
け
で
は
解
決
の
め
と
が
立
た

ず
、
そ
う
か
と
い
っ
て
他
人
で
こ
れ
ら

の
問
題
を
打
ち
あ
げ
て
相
談
す
る
適
当

な
人
も
亭
三
人
で
心
配
の
み
し
て
い

る
人
が
す
い
分
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
心
配
事
の
あ
る
人
々
に

隼
活
の
不
安
や
心
配
ご
と
を
そ
れ
ぞ
れ

の
醇
聞
家
の
適
切
な
籍
と
助
言
、
撰

滋
に
よ
っ
て
解
決
し
安
心
し
て
働
き
、

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
こ
の
巡
回
隼
油
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
心
記

事
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
御
相
談
さ
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
主
催
　
遼
質
種
祉
常
務
所

遠
賀
郡
社
会
相
祉
協
議
会

「
日
時
　
如
月
2
2
日
（
金
）

受
付
　
9
時
5
0
分
～
1
5
時

相
談
　
ュ
0
時
～
ュ
6
時

一
、
核
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

一
、
相
談
担
当
機
関

福
岡
法
務
局

八
壁
会
保
険
場
務
所

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

福
岡
中
央
児
輩
相
談
所

内
職
公
共
職
業
補
導
所

遠
賀
福
祉
事
務
所

郡
内
各
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
相
談
内
容

1
安
治
相
談

用
更
生
相
談
　
の
柴
損
保
渡

関
係
∴
㈲
身
体
餅
冨
寿
関
係

㈲
家
庭
紛
争
関
係

2
生
薬
相
談

の
就
職
関
係
　
の
内
職
拠
係

㈲
生
薬
資
金

3
法
律
相
談

の
民
串
人
権
関
係

の
年
金
保
検
閲
係

「
移
動
行
政
相
談
」

開
設
の
お
し
ら
せ

九
州
管
区
行
政
監
楽
府
で
は
、
次
の

と
お
り
「
移
動
行
政
相
談
」
を
開
設
し

み
な
さ
ん
の
苦
梢
を
鋸
決
し
明
る
い
生

活
が
お
く
ら
れ
る
よ
う
、
い
ろ
・
′
、
と

相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
す
の
で
遠
慮
な
く

初
市
批
下
さ
い
。

「
日
時
　
ュ
0
月
7
日
（
木
）

ェ
0
時
～
舶
鴫

「
駕
所
∴
逓
讃
町
公
民
館
別
館

郷
土
訪
問
遊
覧
飛
行
の

希
宴
者
募
集
に
つ
い
て

I
i
申
込
期
限
1
0
月
1
0
日
　
－

去
る
4
月
1
日
、
郷
土
訪
闘
避
難
飛

行
を
東
洋
観
光
社
主
催
に
て
実
施
の
予

定
で
し
た
が
飛
行
灘
の
都
会
C
急
に
中

止
と
な
り
審
理
申
込
者
に
大
変
御
迷
惑

を
か
け
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
次
の
薬

餌
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
希
盟
の
方
は
、
1
0
月
1
0
円
ま
で
に

役
場
社
会
係
丸
井
苑
申
込
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
日
に
つ
い
て
部
落
回
覧

で
は
0
0
黒
古
と
な
っ
て
い
ま
す
が
一

「
避
妊
町
お
く
ん
ち
」
の
関
係
等
で

同
月
2
5
日
に
変
更
し
ま
し
た
の

で
念
の
為
申
し
添
え
ま
す
。

郷
土
詰
問
飛
行
要
録

実
施
日
　
1
0
月
2
5
日
（
月
）

（雨天慨辿）

集
合
地
相
発
鴫
同

午
前
1
時
5
0
分
、
請
出
“
町
役
持
前

（
バ
ス
に
て
往
祖
送
迎
）

飛
行
脚
始
　
午
前
9
時

飛
行
コ
ー
ス

小
台
空
港
－
萎
戸
大
橋
～
北
九
州

市
及
郷
土
上
空
（
約
2
0
分
）

塙
∴
食

会
社
に
て
韓
備
接
待
に
つ
き
不
要

窓
料
金
　
1
人
当
　
2
3
0
0
円

（
飛
行
代
、
バ
ス
代
、
保
険
料
、

昼
食
代
一
切
合
む
）

昭
和
四
十
年
度

納
税
組
合
表
彰
式
の

開
催
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
様
に
は
、
平
素
か
ら
町

税
納
付
に
つ
い
て
深
い
ご
理
解
と
ご
腕

力
を
い
た
だ
き
、
年
々
納
税
成
績
が
向

上
し
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
同
慶
に
た

え
ま
せ
ん
。
つ
い
て
は
、
納
税
に
対
す

る
み
な
様
方
へ
の
感
樹
の
愚
昧
で
、
左

の
通
り
納
税
組
合
表
彰
式
を
行
な
い
ま

す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
1
0
月
1
2
日
　
午
前
1
0
時

一
、
甥
所
∴
遠
賀
町
公
良
館
別
館

歳

　

時

　

記

封
（
醸
酢
二
藤
（
き
く
）

1
日
　
瑠
和
的
年
国
勢
欄
盃

労
働
術
坐
期
間
始
ま
る

赤
い
羽
煉
募
金
始
ま
る

新
的
週
間
始
ま
る

江
稜
神
社
放
任
会

2
日
　
ス
ポ
ー
ツ
の
圏

4
日
　
里
親
デ
ー

0
0
日
　
日
の
愛
護
7
－

1
3
層
　
多
賀
神
社
秋
の
大
祭

妨
月

（
1
3
～
1
5
日
）

鉄
道
記
念
調

速
征
町
全
町
お
く
ん
ち

貯
蕗
の
日

放
土
用

国
際
連
合
デ
ー

霜
降
、
旧
女
の
子

読
蕊
週
間
始
ま
る

（
日
月
9
H
ま
で
）


